
自然災害への備え
出来ていますか？

災害はいつ、どこで起こるかわかりません。

農業用ハウスはNOSAIの園芸施設共済に加入しましょう!!

1万円を超える損害から補償します！

春の強風

冬の大雪

築１０年以上経過した直径25.4mm以下のパイプハウス100㎡
（被覆期間3カ月：農PO 0.075ｍｍバンド止め）の場合

【掛金等の目安】 778円/棟

上記のハウスで被覆期間12ヵ月（農PO 0.1ｍｍスプリング止め）の場合

【掛金等の目安】 3,985円/棟



大きな災害を未然に防ぎましょう!

雪害防止に向けた降雪前・降雪後対策

最寄りの支所・出張所までお気軽にお問い合わせください。

南部支所 TEL 077-582-3006 高島出張所 TEL 0740-22-3951

東部支所 TEL 0748-20-5225 甲賀出張所 TEL 0748-63-1330

北部支所 TEL 0749-73-432１ 湖東出張所 TEL 0749-28-2711

本所 TEL 077-524-4688 http://www.nosai-shiga.or.jp

降雪前対策チェックシート

農林水産省は農業の自然災害等のリスクに備えるための農業者向けBCP策定マニュアル

“農業版BCP”の活用を推奨しています。NOSAI滋賀において、BCPパンフレットを

無償で配布しておりますのでお気軽にお問い合わせください。

チェック
欄 対 策 内 容

冬の間使用しないハウスは、事前にビニールを除去しましょう。

屋根雪を滑落させるために、突出物などがないか点検しましょう。

破損箇所は補修し、ビニールのゆるみはマイカ線やハウスバンドによる押さえを強化し
ましょう。

古くなったビニールは破れやすく、雪の滑りも悪くなります。耐久性の高いビニールに
張り替えましょう。

中柱や筋交いなどで施設を補強しましょう。

除雪機はすぐに使えるように保守管理を行いましょう。

降雪後対策チェックシート

チェック
欄 対 策 内 容

ハウスを覆うくらいの積雪があった場合は、両側の雪をある程度取り除いてから上部に
たまった雪を下ろし、再度、両側から均等に除雪しましょう。

散水による除雪や融雪は、水を含んで雪の重量が増加し、施設の倒壊を引き起こすので
行わないようにしましょう。

ハウスの倒壊の恐れがなくなったことを確認のうえ、速やかに補修し、室温の確保に努
め、低温による作物の生理障害や枯死等の被害を防止しましょう。


